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文序

仙台市の文化財保護行政に対しまして、日頃から多大なるご協力をいただ

き心より感謝申し上げます。

仙台市内には約 800ヶ 所の遺跡が発見されています。これ らの遺跡は

発掘調査が行われる度に、これまで先人の築いた悠久の歴史を現代に伝えてくれ

る使命を負っていると言えます。このような遺跡は、一度破壊されれば二度

と元に戻すことは出来ないため、開発等により大きく現状が変更される際に

発掘調査により記録保存を実施しています。これが先人の残した文化遺産を

次の世代に伝えていく責務であると考えられます。

北目城跡は近世の仙台地方の成 り立ちに関わる重要な城館跡です。これま

での調査により、障子堀の跡や建物に用いられた部材などが発見されていま

した。今回の調査ではそのような発見はありませんでしたが、今後とも必要

な調査を継続し、城の内容を解明する努力をしてまいります。

仙台市教育委員会では、今後とも、各方面のご理解とご協力を頂きながら、

遺跡をはじめとする文化財の保護と活用に取 り組んでいく所存であります。

今回の発掘調査及び報告書刊行にあたり、有限会社ベス トウエスタン仙台に

格別のご協力を賜 りました。感謝を申し上げます。本書が北目城跡解明の手

がかりになるよう期待しております。

平成19年 3月

仙台市教育委員会

教育長  奥山 恵美子



例   言

1.本書は、ベストウエスタン仙台のホテル建設に先立って実施した北目城跡第6次発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会のもとに、株式会社パスコが行った。

3.本書の作成・編集は、仙台市教育委員会文化財課、工藤信一郎、長島榮一、株式会社パスコが行った。

4.発掘調査の実施に当たり、(有 )ベストウエスタン仙台より協力を賜った。

5.調査及び報告書作成における記録類 。出土遺物の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

例

1,本書の土色については「新版標準土色帖」 (小山、竹原 :1976)を使用した。

2.本書掲載の地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台西南部」 。「仙台東南部」 (平成10年)を複

製して使用した。

3.本文 ,図版で使用した方位は真北で統一している。

4.調査および報告書で使用した平面測量基準は、日本測地系平面直角座標第 X系を基にしている。

5,標高値は、海抜高度 (T,P)を 示している。

6.本書に使用した遺構挿図の縮尺は、遺構全林図 1/150、 個別遺構図は1/20・ 1/40。 1/60。 1/80、 調査区壁

面セクション図は1/80で掲載している。

7.本書で使用した遺物挿図の縮尺は、1/3である。

8.本書で使用した遺構略号は以下のとおりである。

SD:溝 跡   SK:土 坑   SR:河 川跡   SX:性 格不明遺構   Piピ ット

9.遺物の登録・整理および報告書での表示には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄文土器       B:弥 生土器     C:ロ クロ不使用の上師器

D:ロ クロ使用の土師器  E:須 恵器      I:陶 器

」 :磁器         K:石 器・石製品   L:木 製品・材・杭

O:自 然遺物

10,遺物観察表中の ( )内数値は推定値を示す。

11.遺構・遺物図版に使用したスクリーントーンの凡例は以下のとおりである。

医∈轟厩鯵鬱 炭化物範囲   懇餘緩騒縁縁 木製品   §昌霞曇目さ 黒色処理
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第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経過
平成17年 5月 に仙台市太白区東郡山2丁 目522-1他 において、ホテル建設が計画され、事業主である(有 )ベストウ

エスタン仙台より埋蔵文化財の取扱いに関する協議書が提出された。開発予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地である

北目城跡の範囲内に該造していることから、仙台市教育委員会では建築工事により破壊が予想される部分を対象と

して確認調査を実施することとした。

今回の開発予定地は旧字名で館ノ内という地名であり、北目城跡の中心部と想定された。6月 20日 より建築部分を

対象に、調査 トレンチ2箇所を設定して確認調査を実施している。その結果、西区では攪乱が深くまで及んでおり、

城跡の遺構は残存していないが縄文時代後期後葉の遺物が出土し、遺物包含層が確認された。東区では古代から中

。近世にかけての遺構面が存在することから、事業計画に当たり本発掘調査が必要である旨を事業主に通知した。

ホテル建設計画については、度重る協議を経て、一部計画を変更してホテル建設を行うこととなった。

仙台市教育委員会は事業主より依頼を受けて平成18年6月 12日 より本発掘調査を開始した。

第 2節

遺 跡 名

調 査 名

所 在 地

調査原因

調査主体

調査担当

調査期間

調査面積

調査要項

北目城跡 (宮城県遺跡登録番号01029)

北目城跡第 6次発掘調査

仙台市太自区東郡山二丁目522-1他

ホテル建設

仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査係主任  工藤 信一郎  長島 榮一

調 査 員  伊藤 雅乃 (株式会社パスコ)

調査補助員  酒井  中 (株式会社パスコ)

発 掘 調 査  平成18年 6月 12日 ～ 8月 11日

調査対象面積 600ぽ

実調査面積  343♂

第 3節 遺跡の立地と歴史的環境
北目城跡は仙台市南東部の太白区郡山4丁 目から東郡山2丁 目にかけて所在し、北東を広瀬川、南を名取川、西を

長町一利府構造線によって画された郡山低地の中央より東側に位置しており、 」R東北本線長町駅の東方約1.2kmの

標高 9～ 1lmの 自然堤防上に立地している。北目城跡は郡山遺跡と接しており、城跡中央付近は国道4号線仙台バイ

パスが南西から北東に走り、仙台南部道路の長町インターチェンジから通ずる都市計画道路がそれに直交している。

北目城跡を含む郡山低地及びこれを望む青葉山丘陵南側にかけての地域は、仙台市内でも遺跡が密集する地域とし

て知られており、旧石器時代から現代に至るまで連綿と続く人類の足跡をたどることができる。

旧石器時代の遺跡は、名取川流域では山田上ノ台遺跡、富沢遺跡などがある。山田上ノ台遺跡では、ナイフ形石

器を含む後期旧石器が321点出土している。富沢遺跡では後期旧石器時代の焚き火跡が検出され、その周辺から100

点以上の石器と当時の環境を復元できる樹木や球果、葉、昆虫、動物の糞などが発見されている。

縄文時代の遺跡は、名取川流域の丘陵や段丘上に立地する八木山緑町遺跡・山田上ノ台遺跡・北前遺跡 。上野遺

跡 。三神峯遺跡、低地に立地する下ノ内遺跡 。下ノ内浦遺跡・伊古田遺跡・大野田遺跡などがある。

早期の遺跡としては、下ノ内浦遺跡で早期前葉の日計式期の竪穴住居跡2軒、小竪穴状遺構1基、土坑などが発見



され、北前遺跡で早期末葉の堅穴住居跡8軒、土坑などが発見されている。

前期の遺跡としては、三神峯遺跡で前期初めの竪穴住居跡8軒、八木山緑町遺跡で前期末から中期初めの竪穴住居

跡5軒が発見されている。

中期の遺跡としては、段丘上において上野遺跡で中期中葉から末葉にかけての竪穴住居跡や清状遺構、土坑など

が多数発見され、また山田上ノ台遺跡で中期末葉の竪穴住居跡33軒、埋設土器や土坑などが発見され、縄文時代の

大規模集落であったことが明らかとなっている。低地においては、六反田遺跡で中期中葉と末葉の竪穴住居跡各1軒

が発見され、下ノ内遺跡では中期末葉の竪穴住居跡3軒で、複式炉のある敷石住居が発見されている。

後期の遺跡としては、六反田遺跡で後期初めの竪穴住居跡12軒のほか、配石遺構や土坑など、下ノ内浦遺跡で後

期前葉の配石墓9基、集石遺構、土墳墓などで構成される墓域が発見されている。大野田遺跡でも同時期の環状集石

群や遺物包含層などが発見され、環状集石群の中には配石遺構、埋設土器遺構、土墳墓が発見され、270点以上の土

偶が出土しており、墓域と祭祀の場が一体となっていたことが明らかとなっている。

伊古田遺跡では、後期中葉の遺物包含層が発見され、19体分の土偶が出土している。王ノ壇遺跡では、後期中葉

から後葉の県状配石遺構、堅穴遺構、埋設土器遺構などが発見されている。郡山遺跡では、後期後半の土器が出土

している。

晩期の遺跡としては、山口遺跡・郡山遺跡、西台畑遺跡で土器片が出土している。

弥生時代の遺跡としては、丘陵や段丘上に立地する八木山緑町遺跡・土手内遺跡
。原遺跡、低地に立地する富沢

遺跡・下ノ内浦遺跡・山口遺跡 。西台畑遺跡・長町駅東遺跡などがある。

八木山緑町遺跡・土手内遺跡では、後期の天王山式期の堅穴住居跡が各々 1軒、原遺跡でも同時期の竪穴住居跡5

軒が発見されている。下ノ内浦遺跡では天王山式期の竪穴遺構1基、土墳墓1基、土器棺墓 3基が発見され、土墳墓

からは太形蛤刃石斧、石庖丁が出土している。西台畑遺跡や長町駅東遺跡では弥生時代中期の土器棺墓、土墳墓な

どが発見されている。富沢遺跡や山口遺跡では中期から後期の水田跡が発見され、木製農耕具や石庖丁などが出土

している。

古墳時代の遺跡としては、西多賀から愛宕山の青葉山丘陵南斜面から裾部にかけての地域で、前期末から終末期

にかけて裏町古墳、兜塚古墳、砂押古墳などの前方後円墳 。円墳や愛宕山・大年寺山などの丘陵斜面に横穴墓群が

多く造られ墓域として利用されている。また、低地においても大野田や富沢にも大野田古墳群、五反田古墳、教塚

古墳など造られている。

この時代の集落跡は、丘陵部の土手内遺跡で前期から中期にかけての竪穴住居跡が11軒発見されている。低地で

は名取川の自然堤防上に立地する下ノ内遺跡、伊古田遺跡、六反田遺跡などで前期から後期にかけて竪穴住居跡が

発見されているほか、集落跡に隣接した宮沢遺跡では水田跡が発見されている。

飛鳥時代から平安時代の遺跡としては、郡山遺跡で7世紀後半の役所跡である I期官衛と7世紀末から8世紀初頭の

官衡であるコ期官衡と付属寺院が造られ、Ⅱ期官行は陸奥国府多賀城以前の国府と考えられている。また奈良・平

安時代には、下ノ内遺跡をはじめ伊古田・六反田・山口・下ノ内浦・元袋遺跡などで竪穴住居跡や掘立柱建物跡な

どが発見され集落跡が増加してきており、富沢・山口遺跡では水田跡が発見され、生産の場として営まれている。

中世から近世にかけての遺跡としては、丘陵では大年寺山に粟野氏の居城である中世の山城である茂ヶ崎城が築

城され、大野田には中世の屋敷跡の王ノ壇遺跡で発見されている。北目城跡は栗野氏の居城であり、その規模は東

西約500m、 南北約500mの 平城である。慶長5年に関ヶ原の合戦が始まると伊達政宗は北目城に入り、ここを拠点

として会津の上杉景勝方と対峙した。その後、仙台城に政宗が移ると北目城に関わつた家臣たちも、仙台城下に移

封され、城は廃城となる。城下にも「北目」という地名があるのもそのためである。北目城がなくなってからは、

館ノ内・出丸などの名称は残っていたが、農村の姿に変貌し、昭和40年頃まで変わることはなかった。
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No 道 跡 名 種   別 立  地 代 No 遺 跡 名 種   別 立 地 時 代

1 北目城跡 城館跡 集落跡 自然堤防 縄文～近世 宮沢遺跡 森林跡 ,水 田跡 後背湿地 旧石器～近世

2 郡山遺跡 官街跡・寺院跡 自然堤防 縄文～平安 泉崎浦遺跡 集落跡 水田跡 自然堤防 縄文～古墳・平安 近世
3 西台畑遺跡 集落跡・包含地 自然堤防 縄文～古墳 教塚古墳 円境 沖横地 古墳 (後翔 )

4 長町駅束遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～奈良 岩林城跡 城館跡 集落跡 自然堤防 古墳 平安～近世
5 北前遺跡 集落跡・包含地 段丘 縄文・平安・近世 山口遺跡 集落跡 水田跡 自然堤防

後背湿地

縄文～中世

6 山田上ノ台遺跡 集落跡 包含地 段丘 旧石器 縄文・平安 近世

7 山田条埋追跡 条理遺構・屋敷跡 沖積地 縄文 奈良 平安・近世 下ノ内遺跡 案落跡 自然堤防 縄文～中世

上野遺跡 集落跡 段丘 縄文 奈良 近世 下ノ内浦遺跡 集落跡・水田跡 自然堤防 縄文～中世

原遺跡 古墳・集落跡 段丘 弥生～平安 六反田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文 平安～近世
10 裏町古墳 前方後円墳 段丘 古墳 (中 期 ) 五反日古境 円頃 自然堤防 古墳

11 富沢窯跡 窯跡 丘陵斜面 古墳～平安 伊古田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文 ,古墳～中世

12 三神峯古墳群 円墳 丘陵 古墳 (後期 ) 大野田古墳群 円壊・集落跡 自然堤防 縄文 古墳～平安
13 三神午遺跡 集落跡 Er陵 縄文 (前  中則) 平安 春日社吉墳 円墳 集落跡 自然堤防 古墳 (中期 )

14 土手内遺跡 集落跡 丘陵 縄文～平安 鳥居塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古墳 (中 期～後期 )

15 砂押古墳 円墳 段 丘 古墳 袋前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文 奈良 平安

八木山緑町遺跡 集落跡 丘陵 縄文 弥生 奈長 平安 元袋遺跡 集落跡・城館跡 自然堤防 弥生 奈良～近世
17 茂ヶ崎城跡 城館跡 丘陵 中世 大野田遺跡 祭祀・集落跡 自然堤防 縄文～平安

18 大年寺山横穴墓群 横穴墓 丘陵斜面 古壌 (後期 ) 37 王ノ壊遺跡 集落跡 屋敷跡 自然堤防 縄文～中世

19 愛宕山横穴墓群 横穴墓 丘陵斜面 古墳 陵 期) 奈良 王ノ|・ 古墳 円墳 自然堤防 古壊

金岡八幡古墳 円墳 沖横地 古墳 (後期 ) 兜塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古墳 (中 期 )

第 1図 北目城跡周辺の遺跡



調査の初

第 1節 調査方法及び調査記録
1.調査の方法

本調査の実施については協議の中で、事業主よリホテル建設位置変更の申し出があったことから、前年度に確認

調査を実施した試掘トレンチの約20m南側に本調査区を設定し、調査を開始することとなった。その結果、調査対

象地区の西側約80♂ については大規模な基礎構造物が確認され、遺構確認面が消失していたことから、この箇所の

み土層断面の観察に留めた。

調査にあたり、 I層 。Ⅱ層については重機により掘り下げ、その後人力によりⅢ層～V層までの調査を行った。

V層調査終了後、西側での土層観察から無遺物層と判断されたⅥ層については重機により掘り下げ、その後再び人

力によりⅦ層及びⅧ層の調査を行った。
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2.調査記録の作成

測量は、「平面直角座標系第X系」を基準としている。 5× 10mを

単位とする平面区配図を作成し、1～ 14までの番号を付し図面の作成を

行った。遺構図面の作成にあたっては、 トータルステーションを主とし

ながら、デジタルカメラによる写真実測または手実測により行った。

トータルステーションによる図面の表現方法などの基本的な仕様に

ついては、仙台市長町駅東遺跡のものをか考資料として作成すること

にした。

遺物の取り上げにあたっては、測量基準とした平面区配図の番号を

グリッド名として利用した。原則として、5× 10m単位で取り上げて

いる。特に必要と認められた遺物については、出土位置とレベルを

記録している。
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９
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第2図 調査地点位置図

第 3図 調査区配置図



第 2節 基本層位
今回の調査区は標高10m程の現地表から約4.5mの深度があり、南壁断面の観察により大別して 8層の土層と埋没

した河川跡が確認された。調査区の東半は土層がほぼ平行に堆積しているが、西半は上層より数条の河川跡が重複

している。基本層位は第 I層が、現地表を形成する整地のために入れられた礫やコンクリー トを含む盛土の層であ

る。第Ⅱ層は盛土以前の畑の耕作土である。一部グライ化している部分がある。第Ⅲ層は、中・近世の遺物を含む

粘土質シル トの層で2層 に分けられる。上層のⅢa層からは井戸跡やピットが、下層のⅢb層からは小溝状遺構群な

どが検出されている。第Ⅳ層は畑の天地返しにより、分断された薄い粘土質シルト層で遺構、遺物は検出されない。

第 V層は、古代の遺物や炭化物を含む粘土質シル ト層で、 3層に分けられる。Va層 とVb層 の上面で土坑や溝跡

が検出されている。Ⅵ層は、80～ 120c m程、厚く堆積したシルト層で、 2条の河川跡に侵食されている。第Ⅶ層は、

弥生～縄文時代の遺物を含むシル ト層で、微細な差により10層に細分される。上層からの河川跡により侵食されて

いる。第Ⅷ層は、縄文時代後期から晩期にかけての遺物を含むシル ト層で、一部に砂が含まれ、7層に細別される。

調査区の西半部を河川跡が侵食しているため、上層へも影響を与え、河川跡が重複する様相を形成している。

今回の調査ではШ層の上面で城館に関わる遺構、遺物が検出されてもよいはずであるが、直接結びつく発見はな

かった。また隣接する郡山遺跡では弥生時代初頭の遺物や、中期頃の水田跡が発見されていたが、そのような遺構

や土層はなかった。調査区内で発見された河川FVAの影響などで土層の堆積状況や遺構のあり方に大きな違いが生じ

たためと考えられる。

第 I層から第Ⅷ層までの土層の詳細は以下のとおりである。

層 位 土 色 土 性 備 考

I層 現在の地表を形成する表土。盛土

Ⅱa層 OYR6/3 とこぶい責橙 1色 粘土質シル ト 盛土される以前の畑の耕作土。1980年頃までは農地として利用されていた。

Ⅱb層 鋭R5/3 にぶしゝ黄褐色 畑の耕作土ではあるが、やや遡るもの。

Ⅲa層 OYR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む。

Ⅲb層 OⅥ望 /3 1こ ぶしゝ黄掲色 粘土質シル ト

Ⅳ層 OⅥ器/4 とこぶい黄褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む。

Va層 OYR4/4 暗褐t 粘土質シル ト 炭化物を含む。

Vb-1層 OYR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む。

Vb-2層 10YR5/3 イこぶい黄褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む。

Vb-3層 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む。

Ⅵ-1層 10影R5/4 1こぶい黄褐色 シル ト

Ⅵ-2層 1∞R6/3 イこぶい黄栓て色 シル ト

Ⅵ -3層 10YR7/1 灰白色 ンル ト

Ⅶ-1層 10WR6/1褐灰色 シル ト

Ⅶ-2層 1鋭R7/2にぶい黄橙色 シル ト

Ⅶ-3層 10帝q5/1褐灰色 シル ト

Ⅶ-4層 1鋭R5/2灰黄褐色 シル ト

Ⅶ-5層 10YR7/1灰 白色 シル ト

Ⅶ-6層 10WR4/1褐灰色 シル ト

Ⅶ-7層 10YR5/1褐灰色 シル ト

Ⅶ-8層 10YR4/1褐灰色 シル ト

Ⅶ-9層 lllYR4/1褐 灰色 シル ト

Ⅶ
「
10層 10Ⅵ謡 /1黒 褐色 シル ト

Ⅷ-1層 10YR4/1褐灰色 ンル ト

Ⅷ-2層 1∞R7/2 ヤこぶいデ葺橙色 シル ト

Ⅷ-3層 101ゼR6/1褐灰色 シル ト

Ⅷ-4層 10YR7/2に ぶい黄橙色 シル ト

Ⅷ-5層 101YR5/1褐 灰色 レト 砂が少量混 じる。

Ⅷ-6層 10YR7/1 灰白色 砂

Ⅷ-7層 10YR7/1 灰白色 シル ト 砂が少量混じる。
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第 3節 発見された遺構と出土遺物
l Ⅲa層の遺構と遠物
Ⅲa層からは井戸跡2基とピット等が発見された。

(1)井戸跡

①SEl井戸跡 (第 7図 )

長軸200c m、 短軸180c mの精円形で、深さは 3m程である。検出面から底面に向かって細くなる。底面はほぼ

平坦である。堆積土の状況から3層に大別されるが、埋め戻しや掘り直しを示すものかは明らかではない。

遺物は第 3層からK-1石 鉢 (第 6図 1)、 K-2砥 石 (第 6図 2)が、第10層から長さ150cm、 太さが直径

30cmの O-1樹 木片が出土している。

②SE2井戸跡 (第 7図 )

直径140c mの 円形で、深さは 2m程である。検出面から底面に向かって垂直となる。底面は平坦である。堆積土

は 1層である。遺物は出土しなかった。

(2)その他の遺構 (第 5図 )

調査区の南側からピットが31基検出された。直径30c m前後のものが多いが、そのうち柱痕跡があるものはP2、

P9、 P10、 P12、 P15、 P17、 P24、 P25で ある。埋土や柱間について検討したが、共通性や規則性がなく、掘立柱

建物跡や塀跡になるものは認められなかった。

0                  4m
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第 5図 Ⅲa層遺構配置図
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第6図 SEl井戸跡出土遺物
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遺構名 層  位 土  色 土  性 備   考

SEl

1 OYR7/4 イこぶい黄橙色 シル ト 粘性やや強く、白色粘土粒(直径3～ 6cm)を含み、斑状を呈す

2 0弦R4/2灰黄褐色 粘質土 しまり強く、炭化物粒(直径05～ 2cm)2%含む

3 OYR5/3に ぶい黄褐色 粘質土 焼礫・粘土ブロック (10YR7/8,直径3～ 6cm)1%含 み,斑状を呈する
4 OYR5/2灰黄褐色 粘質土 炭化物粒(直径05～ lcln11%・ 粘土ブロック(1鋭R7/8,直径3～ 9cm)15%

5 ωR8/3浅黄橙色 シジレト 粘性やや強く、酸化鉄を少量含む

6 ∞R7/3 1こぶい黄橙色 シジレト 粘性やや強く、炭化物粒(直径05～ 2cm)2%含む

7 OYR5/1褐灰色 粘質土 粘性やや強く、炭化物粒(直径05～ 2cm)3%・ 木片を含む

8 Cl■R7/3にぶい黄橙色 シルト 粘性弱く、酸化鉄を含む。地山崩落による再堆積

9 ∞R6/1褐灰色 シルト 粘性強く、木片を少量含む有機物起源の層

5G6/1 緑灰色 粘質土 粘性強く、軟らかヽ

10YR4/1褐 灰色 粘質土 粘性強く、軟らかい。木片を少量含む

SE2 1 10YR6/3 1こぶヤゝ黄橙色 粘質土シル ト しまりやや強く、白色粘土ブロック(直径3～ 6cm)を 20%含む

図版番号 登録番号 遺構名 層位 種別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ (g) 備考 写真番号

第6図 1 K-1 SEl 3層 石鉢 31-1

第6図 2 K-2 SEl 3層 砥 石 15 31-2

第 7図 SEl・ SE2井戸跡 平面・断面図



遺構名 平面形 最大幅 (cm) 深 さ 埋土 柱根跡 遺構名 平面形 最大幅 (cm) 深さ (cm) 埋土 柱根跡

桁円形 10YRS/3にぶい黄橙色 不明 守μO X (26) 10YR5/1褐灰色 有

円形 28× 26 1∞R5/2灰 黄褐色 有 不明 (32)X(23) 10YR3/3暗褐色 無

円形 10 lllYR5/1褐灰色 円形 10YR3/3暗褐色 獲
＾

不整円形 lllYR4/1褐灰色 無 円形 lllYR4/1褐灰色 無

円形 32X30 I∝R7/3に ぶい黄橙色 獲
ヽ

精円形 10VR4/2灰黄褐色 無

糖円形 iOWR7/3にぶい黄橙色 伍
ヽ 円形 10YR4/2灰黄褐色 無

PO″ 絡円形 10YR4/3にぶい黄褐色 征
＾ 円形 (17)× (16) 10YR6/6明 黄褐色

10YR6/3にぶい黄橙色 無 精円形 5 iOYR7/3にぶい黄橙色

給円形 10YR6/3にぶい黄橙色 不 明 (28)X(16) 10YR6/4にぶい黄橙色

精円形 (28)X(26) 10VR6/3にぶい黄橙色 P26 不 明 (141X(7) lllYR4/2灰黄褐色 無

不明 (22)× (10) lllVR6/1褐灰色 ボ整円形 20Xll 10YR4/2灰黄褐色 無

不明 (36)×  (26) 10VR6/3にぶい黄構色 権 円形 10YR4/2灰黄褐色 無

楕円形 (16)X(13) ltYR5/1褐灰色 円 形 10YR7/2にぶい黄橙色 無

不整円形 ЮⅥ導/3暗褐色 有 補円形 10YR4/2灰黄褐色 無

不明 (141X(9) 10YR5/1褐灰色 無 構円形 lllYR6/1禍 灰色

隅丸方形 tOWR3/3暗褐色 征
＾

ピットー覧表

2 Ⅲb層の遺構と遺物
Ⅲb層からは小清状遺構群が発見された。

(1)小溝状違構群 (第 8図 )

調査区の西側で 6条ほど断続する状況である。いずれも方向は真南北方向であるが、

8～ 39c m、 深さ2～8cmである。堆積土は全てシルトであるが、色調に違いがある。

上幅は23～ 50c m、 下幅は

S‐ 1:150

小溝状遺構群
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第8図 Ⅲb層遺構配置図
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3 7a層 の遠構と遺物
Va層からは土坑2基と溝跡5条が発見された。

(1)溝跡

①SDl溝跡 (第 10図 )

調査区の東側で南北方向に15m以上延びる溝跡である。上幅25～40c m、

断面形は逆台形である。遺物は出土しなかった。調査区南側で SD4、 SD

下幅12～ 23c m、 深さ25～60c mで、

5溝跡を切っている。

遺構名 長さ(cd 幅(cmJ 深さ(cd 層位 上  色 土 性 備 考

小溝1 30～44 1 lCIYR4/1 褐灰色 シルト 少量の白色ブロック直径 5mmと鉄分が混じる
/Jヽ溝2 24～ 38 52-63 1 10YR2/3  黒褐色 シルト 白色シルト内に鉄分が混じる

/Jヽ溝3 125 22～ 34 5,1-59 1 1鋭R5/2 灰黄褐色 シ)レ ト 白色シルトブロックと鉄分が混じる

/Jヽ溝4 124 32-52 40～66 1 lCIYR6/3  とこぶい黄橙色 シルト 白色シルトブロックと鉄分が混じる

/Jヽ溝5 343 21～39 16ハV37
1 10YR4/1 褐灰色 シルト 白色シルトブロック直径 lmmと鉄分が混じる
2 lllYR6/3  とこぶい黄橙色 シ)レ ト 白色シ)レ トブロックと鉄分が混じる

/Jヽ溝6 64 16～ 21
143～
16.5

1 lCIYR6/1 褐灰色 シリレト 白色シルトブロックと鉄分が混じる

2 10YR5/2 灰黄褐色 シジレト 白色シルトブロックlmmと鉄分が混じる

第9図 小溝状遺構断面図

第 10図 7a層遺構配置図

10



② SD2溝跡 (第 10図 )

調査区の東側でSD3溝跡と重複しながら南北方向に6.8m以上延びる溝跡である。上幅46～ 70c m、 下幅16～

型 cm、 深さ10～ 23c mで 、断面形はU字形である。遺物は出土しなかった。SD3、 4、 5清跡を切っている。

③ SD3溝跡 (第 10図 )

調査区の東側でSD2濤 跡と重複しながら南北方向に12m以上延びる溝跡である。上幅60～ 70c m、 下幅10～ 40

cm、 深さは9～ 14c mで、断面形はU字形で底面のみ平坦である。遺物は出土しなかった。 SD4、 5溝跡を切っ

ている。

④ SD4溝跡 (第 10図 )

調査区の南側を東西方向に20m延び、南に屈曲する濤跡である。上幅54～ 65c m、 下幅10～ 30c m、 深さは20～

30c mで、断面形は逆台形で底面はほぼ平坦である。遺物は出土しなかった。SDl、 2、 3濤跡に切られている。

鍮

遺構名 層  位 土  角 土  性 備   考

SDl

1 OYR6/3  1こぶい黄橙色 粘 質 シル ト 酸化鉄を少量含む

2 0影R4/2 灰黄褐色 粘 質 十 褐角土混じりで斑状を呈す

鋭R6/3 にぶい黄褐色 粘質シルト 灰白色シルト混じりで斑状を呈す

SD2 OYR6/3 イこぶし澄 袴色 粘質シル ト 酸化鉄を含む

SD3 1 OⅥV/2 イこぶい黄橙色 砂質土 酸化鉄を含み、やや硬い

SD4・ D 1 Cl■R6/3 ヤこぶい黄橙色 砂 管 シル ト しまり弱く、酸化鉄を少量含む

SD4・ E
1 10彰R4/2 灰責褐色 粘質シルト 粘性やや強く、斑状を呈す。グライ化層

2 10YR5/2 ,更
～
者率B角 シル ト ややしまり強ψ

3 10YR6/3 ヤこぶい黄橙色 砂質 シル ト しまり弱く、酸化鉄を少量含む

SD5

1 10YR4/1 褐灰色 シジレト しまり弱く、砂粒少量含む

2 10此里5/1 褐灰色 粘 土 しまり弱い

3 10ヽR4/2 灰黄褐色 シリレト しまり弱く、粘性強い

4 1鋭R7/3 ヤこぶい黄橙色 粘 質 十 しまりやや強く、砂粒微量含む

5 10YR5/1 褐灰色 シルト 器 性や や 強 い

6 1鋭R6/3  にぶい責橙色 シルト しまりやや弱く、砂粒少量含む

7 10■
/R4/1 褐灰色 シジレト

8 10ヽR4/2 灰黄褐色 シル ト 粘性強く、砂粒少量含む

9 1∞R5/2 灰黄褐色 シルト 対性やや強く、責色粘土を含む

lCIYR6/3 1こ ぶい責袴色 砂質土 しまり弱く、砂粒粗し

第 11図 SDl～SD5溝跡断面図



⑤SD5溝跡 (第 10図 )

調査区のほぼ中央を東西方向に23m以 上延びる溝跡である。上幅108～ 145c m、 下幅30～ 80c m、 深さは10～

42c mで 、断面形は逆台形で底面はほぼ平坦である。遺物は出土しなかった。 SDl、  2、 3溝跡に切られている。

(2)土坑

① SK4土坑 (第 12図 )

調査区の北側に位置し、長軸108c m、 短軸90c mの楕円形で、深さは3cmの極浅い土坑である。底面のほぼ中

央に直径29c mの範囲で焼土が検出された。遺物は出土しなかった。

②SK5土坑 (第 12図 )

調査区の南側に位置し、長軸168c m、 短軸85c m以 上の中央がややくびれた瓢箪形で、北側が調査区外に延びて

いる。深さは14cmの土坑である。堆積土は 4層で、全て粘土質シル トであるが、色調に違いがある。

遺物は底面から、内面黒色処理された土師器C-1不 (第 13図 1)、 扁平なK-3磨 石 (第 13図 2)が出土してい

る。
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遺構名 層  位 土  色 土  性 備   考
SK4 1 2税R6/1  赤灰色 粘質シルト 焼土・炭化物が混じる。しまりなし

SK5

1 10YR6/2 灰黄褐色 粘質シルト 炭化物が混じる。しまりなし

2 10XR4/1 褐灰色 粘質シル ト しまりなし

2限R6/6 橙色 焼土

4 10Ⅵ饂/2  黒褐色 粘質シルト 白色シルトプロック直径 2cmが混じる

第 12図 SK4・ SK5土坑平面図・断面図

図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種別 器 形 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 外面 内面 備考 写真番号

第13図 1 C-1 SK5 Va層 土師器 邦 17 ミ→万琴占 ヘラミガキ

12

図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種別 長さ(c ml 幅(cm) 享さ (c nll 重さ(g) 備考 写真番号

第13図2 K-3 SK5 Va層 磨石 33-2

第 13図 SK5土坑出土還物



4 7b層 の遺構と遺物
▽b層からは河川跡 2条が発見された。

(1)河川跡

① S Rl河
'H跡

(第 14図 )

調査区の西側で南北方向に4.3m以上延びる河川跡である。調査区南壁で上幅6.7m以上で、中央がやや窪んでいる。

深さは90c mである。堆積土はにぶい黄褐色シルトや黒褐色シルトなどであるが、中央の最も窪んだ箇所では砂が

堆積している。この河川跡の下層には位置をほぼ同じくして、 3条の河川跡が重複している。

遺物はSR1 3層中からハケメの施された土師器C-2甕 (第 15図)が出土している。また堆積土中から土師器
の小片が80点程出土している。

+X■ 97370
Ｙ５７‐＋

遺構名 層 位 土 色 土 性 備   考

SRl

1 10YR4/3  にぶヤゝ黄褐色 シルト 黄褐色シル トブロックが少量混じるシル ト。しまり有

10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 シル ト 黄褐色シルトブロックを多く含むシルト。しまり有

10YR3/2  黒褐色 シルト 黄褐色シルトプロックが少量混じるシルト。しまり有

lllYR3/1 黒褐色 シジレト

lllYR3/2  黒褐色 シジレト しまり有。鉄分を多く含む

10YR4/2 灰黄褐色 シジレト しまり有

7 10YR6/2 灰黄褐色 砂質シルト しまり無

10YR6/3  イこぶい黄橙色 シジレト まり有。鉄分を多く含む

lCIYR6/3 にぶい黄橙色 シルト 白色シル ト混じる。しまり有

lCIYR6/3  イこぶい黄橙色 砂質シルト 鉄分を多く含む

11 lCIYR6/2 灰黄褐色 砂 砂で鉄分を多く含む

第 14図 7b層遺構配置図・SRl河川跡断面図

つ
０
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図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種別 器 形 日径 (cm) 底径(cm) 器高(cm) 外面 内面 備考 写真番号

第15図 C-2 SRl Vb層 土師器 甕 ハケメ ヘラナデ

第 15図 SRl河川跡出土遺物

②SR2河川跡 (第 4図 )

調査区南壁中で S Rl河川跡の下層で検出した。上幅190c m、 下幅100c m、 深さは50c mで ある。堆積土は暗

褐色シル トや黒褐色シル トである。 S Rl河川跡の最下層部により大きく快られている。

5 Ⅶ層の遺構 と遺物

Ⅶ層からは河川跡1条が発見された。

(1)河川跡

① SR3河 川跡 (第 4図 )

調査区南壁中で S Rl、 2河川跡の下層で検出した。上幅12m以上、下幅は不明瞭で、深さは100c mで ある。堆

積土は灰白色シル トや褐色シル トで、最下層に砂が堆積している。

(2)Ⅷ層出土遺物 (第 16図 )

Ⅶ層からは土器片230点、礫石器1点の計231点の遺物が出土している。それらは主に縄文時代後期から弥生時代中

期にかけてのもので、そのうちの土器片17点を図示している(第 16図 )。

1は弥生土器甕の頸部から胴部下半にかけての大型破片で、胴部上半がやや膨らみ頸部でくびれて外反する。頸部下

端には施文具を斜め方向に押付け施文した列点文があり、胴部にはLR縄文が施文される。所属時期は列点文などの

特徴から中期前半頃に位置づけられよう。

2は胴部上半が内湾気味に膨らみ口縁部が外反するもので、日縁部が波状となり胴部には工字文が施文される台付

浅鉢と推定される。3は広口壺の口縁部片で,日縁部上端の沈線内に赤彩の痕跡が認められる。2・ 3の ような特徴を有す

るものは、概ね縄文時代晩期末～弥生時代前期に位置づけられる。7は小波状口縁の深鉢の口縁部片である。弧線文と

刻目で羊歯状文風モチーフを描出しており晩期初頭 (大洞 B式)の所産と考えられる。

5は肥厚する山形突起、6は低い山形突足があり、ともにその直下に三叉文が施文される深鉢の日縁部片である。15は

入組文状の文様が施文された胴部片で、17は三叉文状に器面が彫去され胴部片である。14・ 16はⅧ層出土で後期末葉～

最終末に位置づけられた深鉢 (第24図 30、 A-92)と 同一個体である。これらの土器は山形突起や入組文、三叉文などの

特徴から後期末葉に位置づけられる。

14
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図版番号 登録番号 遺橋名 基本層位 種 別 器  形 部 位 外 面 内 面 考 写真番号

第 6図 1 Ⅶ眉中 弥生土器 甕 頸部～胴部 列点文 LR縄 文 ナデ 推定胴径25 3cm

第 6図 2 Ⅶ層中 縄文～弥生 深鉢 口縁部 山形突起・平行沈線・工宇文 ? 沈線

第 6図 3 Ⅶ層中 縄文～弥生 台付浅鉢 日縁部 山形突起 沈線 (赤彩) ミガキ
第 6図4 Ⅶ層中 縄文土器 gE 口縁部 ミガキ ミガキ

第 6図 5 Ⅶ層中 縄文土器 口縁部 山形突起 三叉文 LR縄文 ナデ 外面に炭化物付着

第 6図 6 Ⅶ層中 縄文土器 口縁部 山形突起 三叉文

Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 口縁部 小突起 羊歯状文 ? ミガキ

6図 8 Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 ? 口縁部 平行沈線 マメツ

第 6図 9 ll層 中 縄文土器 深鉢 口縁部 ミガキ とR縄文 (緒節 ) ナデ 外面に炭化物付着・ 白色針状物質多塁

第 6図 H Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 口縁部 ミガキ 沈線
第 6図 1 Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 口縁部 ミガキ LR縄文 ナデ

第 6図 1 Ⅶ層中 縄文土器 口縁部 LR縄文 外面に炭化物付着

第 6図 ■ Ⅶ層中 縄文土器 壷 口縁部 LR縄文

第 Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 胴部 弧線文 LR縄 文 ナデ A-92と同一個体 白色針状物質多量

6図 J Ⅶ層中 縄文上器 深鉢 胴部 弧線文 LR縄文 ミガキ

第 6図 Ⅲ Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 胴部 弧線文 LR縄文 ナデ A92と 同一個体 白色針状物質多重

第 6図 1 Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 胴部 孤線文 三又文 LRA文 ナデ

第 6図 lE Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 底部 LR縄 文 底面に本葉痕 ミガキ 外面に炭化物付着

第16図 1【 Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 底部 LR縄 文 底面に木葉痕 ナテ 外面に炭化物付着

第 16図 Ⅷ層出土遺物



6 Ⅷ層の遺構と遺物
Ⅷ層からは溝状遺構1条と性格不明遺構3基、河川跡1条が発見された。

(1)溝状遺構

①SD6溝状遺構 (第 18図 )

調査区北端をN-35-E方 向に4m以上伸びる溝状遺構である。上幅35c m～ 60c m、 下幅13～25c m、 深さ11

cmで、断面形は扁平なU字形である。堆積土は黒色粘土による単層で、縄文土器片が2点出土している。

0                                      2m
|

SD6

遺構名 層 位 土 色 土  性 備 考

SD6 1 lllYR2/1 黒色 ンルト質粘土 しまり強く、酸化鉄を少量、砂を微量含む

図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種別 器形 部位 外面 内面 備考 写真番号

第17図 A-12 SD06 Ⅶ層中 縄文土器 深鉢 口縁部 ミガキ ミガキ

第 17図 SD6溝状遺構断面図・出土遺物

第 18図 Mll層上面遺構配置図
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と(2)性格不明遺構

①SX4性格不明還構 (第 19図 )

調査区の東南端に位置し、調査区外に延

びている。平面形は不明であるが、長さが2.5

m以上、幅1.9m、 深さ18c m程である。堆

積土はすり鉢状に凹んだ底面より樹根が出

土し、周辺には炭化物が分布していた。遺

物は出土していない。

(3),可サlli跡

①SR4河川跡 (第 18・ 20図 )

調査区の西側で南北方向に 5m程以上延びる河川跡で

ある。

上幅5.9m、 下幅0.6m、 深さlm程である。

堆積土は3層 に大別される。多くの植物遺体と縄文土

器片が出土した。

堆積土の上方から縄文土器片の出土が多く、中位から

はトチ・クルミなどの植物遺体を多く出土する。さらに

中位からは上層に含まれていなかった大形の木片等が含

まれている。

② SR4河,H跡出土遺物

S R4か らは遺物230点が出土している。それらは主に

縄文時代晩期から弥生時代前半にかけてのもので、その

うちの27点を図示した(第2Ⅲ 22図 )。

7・ 8は胴部から口縁部にかけて直線的に外傾する浅鉢

である。7は口縁直下に2条沈線、胴部には変形工字文にな

働5+洵 938

三

十７９
　
“

９７
　
７

Ｓ

＋

十H蜘

遺構名 層  位 土  色 土  性 備    考

SX4
1 10彰R7/1 灰白れ シ)レ ト 炭化物を少量含む

2 10影R4/1 褐灰色 シルト 炭化物を多く含む

第 19図 SX4性格不明遺構平面・断面図

遺構名 層  位 土  色 土  性 備   考

SR4

la 10YR3 黒褐色 シジレト 灰色砂・植物遺体を含む

lb 10YR4/ 褐灰色 シル ト 植物遺体、グライ化した砂を含む。南壁セクション図のSI盟 1と対応する層

10YR2 黒 色 シリレト 植物遺体を含む

d 10YR3 黒褐色 ンルト 灰色砂・植物遺体を含む。南壁セクション図のSR4 2と対応する層

10YR5 褐 灰 角 粘質 シル ト やや粘性強い

f 10YR6/ 褐灰色 粘質シルト 粘性強く、炭化物を少量含む

10YR2 黒 色 混砂シルト 大量の植物遺体、褐色粘土粒を含む。南壁セクション図のSR4 4と対応する層

2b 10■R3 黒 褐 色 砂 質 土 大量の植物遺体を含み、粒子細かい。南壁セクション図のSI翌-5と対応する層

10ミηR2/2 妄目名5イ■ 湿砂 シル ト 灰色砂を含み、斑状を呈す

101YR2/1黒色 砂 グライ化した粒子の細かい砂からなる。南壁セクション図のЫ毯ちと対応する層

3b 10ヽR5/1褐 灰色 粘質シル ト 粘性強く、ややしまり強い

第 20図 SR4河
'H跡

平面図・断面図



る可能性のある平行沈線が施文され、8は反転部が接する変形工字文が施文される。9は頸部下半が外反しその上半が

内湾する浅鉢の口縁部片で、口縁直下に4条の平行沈線が施文される。これら浅鉢はその特徴から大まかに縄文時代晩

期末～弥生時代前期に位置づけられる。

1は深鉢でほぼ完形に復元されている。胴部は全体的に膨らみ頸部でくびれ口縁部は外反する。口縁には8個の山形

突起があり波状を呈している。4～ 6も頸部でくびれ回縁部が直立ないし外反する深鉢であり、17・ 18,21・ 22も同様の

ものと考えられる。いずれにも炭化物の付着が顕著に見られる。これらの深鉢には口縁部下端の列点文が認められな

いことから、その年代的な位置づけは上記の浅鉢と同様となる可能性が考えられる。

10。 13～ 15は胴部から口縁部にかけてくびれずに立上る深鉢の口縁部である。文様は口縁部に集約し玉抱三叉文、入

組文、三叉文などが施文される。これらの特徴から縄文時代晩期初頭に位置づけられる。

2は胴部が軽く膨らみ頸部でくびれ口縁部が短く外反する深鉢の大型破片である。口縁には山形突起があり、日縁部

にはRL縄文が施文される。胴部上半の文様帯には円文、入組文、三叉文を配し魚眼状三叉文を想起させるモチーフを

展開している。2のような器形と文様の類例は、宮城県田柄貝塚Ⅷ群土器 (晩期初頭)の中に確認される(宮教委 :1986,

第62図 1)。 ただし2には先行的な要素である山形突起が認められることから後期末～晩期初頭に位置づけておく。

11・ 12・ 23・ 24は三叉文、横長楕円形彫去、刻目のある入組文などが施文されているもので、その特徴から後期末葉に

位置づけられる。

(4)Ⅷ層出土還物

Ⅷ層からは遺物465点が出土している。それらは主に縄文時代後期末葉のもので、53点を図示した (第 23・ 24・ 25図 )。

1・ 2は同一個体で胴部から回縁部へくびれなく立上る深鉢である。口縁部に低い山形突起がある。文様は胴部上半に

あり、弧線文や平行沈線で区画された内部に連続した刺突文が施文される。

3・ 4は山形突起のある深鉢で、3は肥厚するやや大きな突起を有しその直下に三叉文が施文される。4は突起の下位に

円文と弧線文により玉抱三叉文状のモチーフが描出されている。6・ 7・ 13・ 14は同一個体と考えられる平縁の深鉢で、口

縁直下に円文と弧線文を重ねるように描きそれを抱くように三叉文を配している。8・ 12も別の同一個体であるが同様

のモチーフである。5。 11,28。 29は細かな縄文が充填された入組み文が施文されている。29・ 30は胴部が膨らみ長い口

縁部が外反する深鉢であるが、いずれもややくびれる頸部に横長精円形に器面を彫去した文様帯がある。また、30。 31・

32・ 35は同一個体で胴部には弧線文と二叉文が施されており、53はその台付底部の可能性がある。

以上の土器群については、1・ 2は田柄貝塚Ⅵ群土器 (前掲 )、 里浜貝塚風越地点Ⅲ群土器 (小井川2004)に 、その他の上

記のものは田柄貝塚Ⅷ群土器、里浜貝塚風越地点Ⅳ群土器に類例が求められ、後期末葉から最終末に位置づけられる。

15。 43は 口縁部に玉抱三叉文などの文様が集約されており晩期初頭に位置づけられる。

その他の無紋や地文のみの深鉢などは上記の時間幅の中で捉えられるものと考えられる。なお、16は LRの原体に

Rの撚り紐を巻きつけた付加条縄文である。

18
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第21図 ] 卜向に尿イヒ物多量付着 口径17 4cm 器高27 8cm
隻径7cm

Ⅷ層 縄文土器 コ縁部～胴者F 山形突起 日文 入組状文 三叉文 Rし 組文

縄文土器 ¬縁部～胴晋| L縄又 (端部給束 ) ナデ 甫修孔 3個 内外面に炭化物付着 A-56と 同一個体
縄文～弥 生 LR縄 文 ナ デ 匈外面に炭化物付着

卜面 に炭化物付者

勿倍2 図 7 R4、 1層 Ⅶ層

第 2 図8 R4、 1層 lI層 縄文～弥生 変形工字文 ミガキ
Ⅶ層 縄文～弥生 浅鉢 口縁部 平行沈線 不明

R41層 Ⅶ層 縄文上器 深鉢 口縁部 沈線  ミガキ

縄 文上器 口縁部 山形突起 三叉文 沈線 LR縄 文 1面 に炭化物付着

4fI行沈線 槙長棒円形彫ム LR縄文
*画 に炭化物付着

第 2 図 1 司外 向に灰化物付着

第 21図 SR4河,H跡出土遺物 (1)
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図版番弓 登録番号 遺構名 基本層位 種 別 器  形 部  位 外     面 内 面 備    考 写真番号

口縁 部 小波状 口縁・ 三叉文  平行沈線 外面に炭化物付着

LR縄文 外面に炭化物付着

第22図 1 外 直に灰化 7/J多 量付着

第22図 1 Ⅶ層 外 面に尿化物多量付着

WI層 縄文土器 深鉢

Ⅶ 層 縄文土器 口縁部

縄文土器 口縁部 ナデ ナデ 外面に炭化物付着

頸部～胴部 LR縄文 ナデ 外面に炭化物付着

弧線文  三叉文  LR縄 又

第22図 2Z

第22図 P( Ⅶ層 外 向に灰化物多量付着

第22図26 Ⅶ層 縄文土器 深鉢

Ⅲ層 縄文土器 底部

縄文土器 底 部 L縄文 (端部結東 ) ナデ

縄文土器 台付底部 ナデ 内面に炭化物付着

第22図 31

第22図  SR4河,H跡出上遺物(2)
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図版番号 登録番弓 選構名 基本層位 種  別 器 形 部  位 外     面 内 面 写真番号

第23図 1 外面に炭化物付着

第23図 2 Ⅷ肩中 縄文土器 深鉢 外面に炭化物付着 A63と 同一個体
第 23図 3 Ⅷ層中 縄文土器 口縁部

WI層中 縄文土器 深鉢 口縁部

縄文■器 山形突起 入組文 ?・ 沈線・ LR縄文

縄文土器 3al線文 三叉文 沈線 LR縄 文 ミガキ 自色針状物質多量

孤線文  沈線  LR縄 文 白色針状物質多量 A-69と 同一個体

IA線文  沈線  LR縄 文 山形突起剥落

第23図9 山形突起剥落

第23図 1( Ⅷ層中 口縁部

ll層 中 縄文土器 深鉢 口縁部～胴部 山形突起 弧線文
MI層中 縄文土器 深鉢 口縁部 弧線文 LR縄文

縄文主器 深鉢 口縁部 弧線文 LR縄 文 ミガキ

縫又土器 口縁 部 LR終 文 自色針獣物質多量 A69と同一個体
小涙状 口縁  玉犯三叉文 ナデ 内外面に炭化物付着

第23図 1(

第23図 1

Ⅷ層中 縄文土器

Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 山形突起 沈線 Rと 縄文
Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 口縁部～胴部 LR縄文

縄文■器 口縁部 LR縄文 ミガキ

縄文土器 口縁部 LR縄 文

第23図 Ⅷ層出土遺物(1)
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図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種 別 器  形 部 位 外 面 内  面 備 考 写真番号

第24図 2: Ⅷ層中 縄文土器

第24図 2′ I.E文土器 口縁部～胴者| ミガキ LR縄 文 ナデ 舛面に炭化物多量付着

縫文土器 口縁部～胴部 ナデ 外面に炭化物付着

外面に炭化物付着 A-36と 同一個体 ?

弧線ズ  充繰  LR縄 文

III層 中 縄文上器

第24図 31 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 胴部 径符 横長楕円形彫去 三叉文 弧線文 LR縄 > ナデ 白色針状物質多畳

第24図 3 Ⅷ層中 縄文土器 】同部 隆帯 横長楕円形彫去 弧綜文 LR縄 文 ナデ 白色針斌物質多量 A92と 同一個体
Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 胴部 弧線文 LR縄 文 ナデ 自色針状物質多量 A92と 同一個体

第24図33 Ⅷ層中 縄文土器 胴部 弧線文 三叉文 沈線 LR縄 文

第24図34 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 弧線文 沈線・ LR縄 文 ナデ 白色割状物質多量 A92と 同一個体

第黎図35 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 弧線文 刻目・沈線 ミガキ 外面に炭化物付着

第24図 36 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 胴部 沈線 刻目 ナデ

第24図 37 Ⅷ層中 縄文土器 沈線 刺突

第24図 38 Ⅷ届中 縄文土器 深 鉢 三叉文 沈線

第24図 39 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 弧線文 沈線  LR縄 文 A-93と同一個体

第24図 40 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 Л同部 沈線 RL縄 文 ナデ 内外面に決化物付着

第24図 41 Ⅷ肩中 縄文土器 深鉢 胴部 弧線文 沈線 LR縄 文 剥離

第24図42 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 頸部～胴部 沈線 LR縄 文 ミガキ 外面に炭化物付着

第24図43 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 胴部 沈線 LR縄 文 ナデ 外面に炭化物付着

第24図44 Ⅷ層中 縄文上器 深鉢 胴部 沈綜 LR縄 文 ミガキ 内面に炭化物付着

Ⅷ層中 縄文土器 底部 ミガキ ナデ

第24図46 Ⅷ層中 縄文土器 底部 底面に網代痕

第24図 Ⅷ層出土遺物(2)

22



0                  10cm

S‐ 1:3

写興番号

第25図48 Ⅷ層中

第25図49 III層 中 縄支土器 底面に網代痕

第25図50 Ⅷ層中 縄文土器 深鉢 底部 底面に網代痕

絡文土器 深鉢 底部 底面に網代頒 ナデ

自色針状物質多量・A-92と同一個体

図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cln) 室さ (g) 備考 写真番号

第25図53 Ⅷ層中 礫石器 435 磨面あり

０
じ
つ
ね

第25図 Ⅷ層出土遺物(3)



(5)その他の遺構

① SX5性格不明遺構 (第 27図 )

調査区の東南端に位置し、調査区外に延びている。平面形は

不明であるが、長さ1.9m以上、幅1.4m、 厚さ8cm程である。

中心部に炭化物が集中している。

②SX6性格不明遺構 (第 27図 )

調査区の北部に位置し、調査区外に延びている。平面形は不

明であるが、長さ2.3m以上、幅 2m、 厚さ10c m程である。

この範囲の中では炭化物の集中する密度に違いがある。遺物

は縄文土器片が2点出土している。

幹
聞

――

〃

〃

第26図

言
■

綿 卜

SX5

艶爾Q癬とG  684 6

試且
呻

♀に瀞錢醤6切

遺構名 層 位 土 色 土 性 備   考

SX5

1 10YR4/6  褐色 シル ト 粘性有

10YR8/1 灰白色 シル ト 粘性有

lCIYR6/1 楊灰角 シル ト 炭化物を含む。粘性有

Ⅸ 6

lllYR6/1 褐灰色 焼土

lb 2 5YR4/4 イこぶい赤褐色 炭化物

lc OYR3/1  黒褐角 シリレト 少量の炭化物を含む。粘性有

llYR4/6  褐色 ンヽ 粘性有

OYR3/1 黒褐色 シルト 粘性有

4 CIYR8/1 灰白色 シル ト 粘性有

図版番号 登録番号 遺構名 基本層位 種別 器 形 部位 外面 内面 備考 写真番号

第27図 A-99 SX6 Ⅷ層 縄文土器 深鉢 胴部 沈線・LR縄文 ナデ

第27図 SX5・ 6平面図・断面図・SX6出土遺物
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第3章 まとめ

1.今回の調査地点は、旧字名で「館ノ内」という地名であることから北目城内の中心部と想定されたが、中世

から近世の北目城跡に関わる遺構は確認できなかった。

2.今回の調査では、各層から次のような遺構が発見されているが、Ⅲ a・ b層、Va・ b層から検出された遺

構については、出土遺物がほとんどないことから詳細な時期を特定することはできなかった。

Ⅲa層  井戸跡2基・ピット31基

Ⅲb層  小溝状遺構6条

Va層   土坑2基・溝跡5条

Vb層   河川跡2条

Ⅶ 層  河川跡1条 。遺物包含層

Ⅷ 層  溝状遺構1条・性格不明遺構3基・河川跡1条 。遺物包含層

3。 今回の調査で出土した遺物としては、井戸跡や土坑から土師器、石製品、礫石器などがあり、遺物包含層で

あるⅦ層 。Ⅷ層及び、Ⅷ層で検出された S R4河川跡から縄文土器、弥生土器が出土している。

今回出土した縄文土器や弥生土器の時期は、これまでの北目城跡や隣接する郡山遺跡など周辺の調査でも出土

しているもので新たな資料の追加となった。この時期の郡山低地周辺の在り方を考える上で貴重な資料である。

4.Ⅶ層からは、縄文時代後期から弥生時代中期前半までの時間幅をもった土器が出土している。弥生土器とし

ては、頚部下端の列点文の特徴から弥生時代中期前半に位置づけられる甕の大型破片や、工字文をもち縄文時

代晩期末葉から弥生時代前期に位置づけられる台付浅鉢や広口壺がある。縄文土器には、羊歯状文風モチーフ

から晩期初頭の大洞 B式に比定されるものや、山形突起や入組文、三叉文の特徴から後期末葉から最終末に位

置づけられるものがある。

5.SR4河 川跡からは、 トチやクルミ、さらに大形の樹木片が出土している。縄文土器片も多く含まれている

ことから、居住域等が近くに存在する可能性がある◇

6.S R4河川跡からの出土遺物には、2条ないし4条の平行沈線文や変形工字文が施された浅鉢や、胴部が全体的

に膨らみ頚部でくびれ外反する口縁部下端に列点文がみられない深鉢など、縄文時代晩期から弥生時代前半に

位置づけられるものがある。そのほか、口縁が山形突起となり胴部上半の文様帯に円文、入組文、三叉文を配

し魚眼状三叉文を想起させる土器もある。このような器形と文様は、宮城県田柄貝塚Ⅷ群土器に類例がもとめ

られ縄文時代晩期初頭に位置づけられる。

7.Ⅷ層の出土遺物は、縄文時代後期末葉から最終末の時期にまとまっている。胴部から口縁部へくびれなく立

ち上がり、口縁部に低い山形突起をもつ深鉢は、胴部上半に弧線文や平行沈線で区画された内部に連続した刺

突文が施されており、宮城県田柄貝塚Ⅵ群土器や里浜貝塚風越地点Ⅲ群土器に類例が求められる。そのほか、

山形突起や三叉文、突起の下部に円文とBA線文により玉抱三叉文状のモチーフをもつものや、入組文をもつ土

器については、宮城県田柄貝塚Ⅶ群土器や里浜貝塚風越地点Ⅳ群土器に類例が求められる。

引用 。参考文献

仙台市教育委員会 (1992)『郡山遺跡―第65次発掘調査報告書―』仙台市文化財調査報告書第156集

仙台市教育委員会 (1993)『年報15 皿-1-(6)ゴ ヒロ城跡』 仙台市文化財調査報告書第189集
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